
 

令和３年度（2021 年度） 第１回 特別史跡熊本城跡保存活用委員会 

 

 次 第 
 

令和 3 年（2021 年）７月 27 日（火）14 時 00 分～ 

市役所別館駐輪場 8 階会議室  

 

１ 開会 

 

２ 委嘱状交付（委員紹介） 

 

３ 副市長挨拶（職員紹介） 

 

４ 委員自己紹介 

 

５ 運営要綱説明、委員長選任 

 

６ 前回委員会の主な意見                         資料１ 

 

７ 報告・議題                                                                               

１）今年度の委員会について                      資料２ 

・主な審議等の予定 

・開催スケジュール 

 

２）熊本城域の基本情報                        資料３ 

 

３）千葉城地区（ＮＨＫ跡地等）の史跡整備計画について          資料４ 

 

４）熊本城みどり保存管理計画について                 資料５ 

 

５）今年度の復旧事業予定について                   資料６ 

 

８ その他  

 

９ 事務連絡 

 

10 閉会 
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令和２年度（2020年度） 第３回 特別史跡熊本城跡保存活用委員会 主な意見 
 

■日時  令和３年（2021）３月 24日（水）14：00～16：00     ■場所 熊本市役所 １４階大ホール 

■出席者 伊東（龍）委員長・伊東（麗）委員・河島委員・西嶋委員・服部委員・廣瀬委員・毛利委員・山尾委員・山田委員 計９名 

※坂本委員、永田委員、松田委員は欠席 

 

【前回委員会の主な意見について】 

委員 委員意見 当日の回答 対応 

 発言なし   

 

【報告】  

１）今年度の取り組み状況について（熊本城調査研究センターの活動内容、復旧状況等について） 

委員 委員意見 当日の回答 対応 

毛利 ・（令和３年３月清爽園弔魂碑修復工事完了報告を

受けて）熊本地震でずれていた清爽園の記念碑が

修復できたので安心した。 

・合同庁舎跡地に設けられた仮設建物は、危険がな

いよう適切に管理していただきたい。 

 

 

・報告済。 

 

 

・仮設建物は部材・遺物等の倉庫は、熊本城総合事務

所で適切に管理する。 

服部 ・天守閣のエレベーターは、停電時の避難路を想定

しているのか。 

 

 

・馬具櫓の部材は全部再利用可能なのか。 

 

 

・合同庁舎は史跡外か。図面では特別史跡に入って

いないため、現状と異なるのでは。 

 

・エレベーターや階段周りに竪穴区画を設置し

て、避難時に待機ができるようにしている。運

営スタッフをしっかりと教育して有事の際に

安全に案内できるよう努める。 

・部材の再利用は解体をしないと判断が難しい

が、繕いをしながら使える部材はできるだけ

再利用する。 

・史跡内。図が誤っていた。 

・回答済。 

 

 

 

・回答済。 

 

 

・資料修正（資料６参照）。 

資料１ 
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山田 ・復旧について現状の進捗状況は。 

 

 

 

・天守閣展示図録は ISBN をとった本として販売す

るのか。そうであれば情報発信の選択肢が増え、

購入の機会も増えるのでは。 

・遅れもなく、早く進んでいるわけでもなく、一

歩一歩着実に進んでいる。文化財修復検討委

員会での審議や、文化庁に相談しながら復旧

に遅れが発生しないよう努めている。 

・図録は ISBNをとって一般販売する。県内の書

店やインターネットでも購入可能。販売開始

予定は 4月 26日から。 

・回答済。 

 

 

 

・回答済。 

西嶋 ・合同庁舎跡地の景観は重要なポイントである。た

だ限られた場所にプレハブを選定せざるを得な

いので、全体計画を最初に示してほしい。全体像

を示めされれば理解がスムーズにいくので、今後

は事前の説明をお願いしたい。 

・ＪＴ跡地もＮＨＫ跡地も特別史跡内、三の丸第 2

駐車場は特別史跡外。資材置場保管庫は史跡外の

選択肢はなかったのか。最新の資料に基づいて全

体像を説明していただきたい。 

・20年の復旧基本計画に沿って作業を進めてい

るが、石置き場と部材置き場両方が必要にな

る。計画の形と必要な保管庫が、事前に説明で

きるよう検討する。 

 

・次回、正しい図を提示する。 

・資料６により説明。 

 

２）天守閣・長塀屋外照明改修計画について 

委員 委員意見 当日の回答 対応 

西嶋 

 

 

 

 

 

 

 

・天守閣と長塀前の照明改修については、都市デザ

イン室と連携していくと聞いていたが、今日の資

料は光のマスタープランと混在して理解が難し

い。まず光のマスタープランを説明して、その後

の検討を説明していただきたい。 

・マスタープランはかなり踏み込んだ内容である

が地域と連携した痕跡がない。手続きや、地域と

の連携・有識者の意見や経過など説明を受ける必

・マスタープランの作成と天守閣ライトアップ

の改修は同時並行で進み、マスタープランを

踏襲するデザインで改修計画を進めてきた。 

マスタープランは相当なボリュームがあり、

詳細まで説明するのは難しいことから、今日

は熊本城にかかわるポイントを説明した。 

 

 

・光のマスタープランや天守閣・長塀の屋外照明改修

の資料がわかりづらく説明が不足していたという

指摘については真摯に受け止める。 

・今回の照明改修については、前回の委員会の終了時

に資料をお渡しし、内容を確認いただき、メール等

で個別でのご意見をいただく形とした。 

・今後は、今回のように、市としての大方針に沿った

事案についても、本委員会で審議いただく必要があ
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要があると感じた。 

・公表されている光のマスタープランをなぜ事前

配布できないのか。委員に対する説明になって

いない。景観計画という上位計画との整合性は

とれているのか、これは都市デザイン室にも伝

えている。重要な問題を抱えているため、再度

説明・検討いただき、委員他の意見を反映して

より良いものにしていただきたい。 

 

・マスタープランと改修計画の資料を準備す

る。ご質問・ご意見について、皆様からお聞か

せいただき内容を理解いただけるよう努め

る。 

 

る案件については、説明時期や方法についてしっか

りと整理し、説明を尽くしていきたいと考える。 

 

＜マスタープラン策定について（都市デザイン課）＞ 

熊本市光のマスタープランは、策定の過程におい

て、景観審議会、パブリックコメント、市民アンケ

ートの実施など、市民参画の手続きを踏んで、頂い

た意見等については、本編への反映を行った。 

また、策定後においても、実証実験（ライトスケ

ープ・キャラバン）や個別の事業を検討する際

に、テーマやアイデア等を市民と対話しながら、

夜間景観づくりに努める。 

山尾 

 

・光のマスタープランとこれに関係する資料は配

布可能か。 

・委員会終了後に資料をお渡しし、質問・追加説

明があれば対応する。 

毛利 

 

 

 

 

 

・ライトアップ自体は大事なので進めてほしい。城

下町のシンボルである熊本城が街の人に近いも

のになってほしい。高層マンションが出来始め、

見えなくなったところもある。眺望のイメージ図

はどういう判定基準でつくられたのか。視点場に

ついてもある程度オーソライズした方がよい。地

域との一体感をしっかり持ってもらいたい。 

 

伊 東

（龍） 

 

・これは非常に大きな問題で、疑問もある。・資料

配布の上でもう一度審議いただくことをお願い

したい。たとえばライトアップの時間帯や方法、

ライトアップの光による被害は出ないかなど。 

 

・光のマスタープランはパブリックコメントを

済ませ策定しており、方針から外れないよう

ライトアップを進めたい。工事が少し落ち着

く時期でもあり、オリンピックの機運を盛り

上げるという側面もあって今年度実施を予定

している。 

 

山田 

 

 

・マスタープランに即し、天守閣は色温度が高く、

長塀は低い。お城の同じ構造物として個人的には

違和感がある。違う考えもあっていいのでは。 

・これからなので答えるのは難しい。アンケー

トは前後の比較が必要と考えている。天守閣

では改修後のライトアップと改修前の写真で

・長塀の照明改修工事の中で、冬頃にはＬＥＤへの器

具の取り換えが完了する予定である。 
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・長塀はアンケートを実施するのか。方法について

聞かせてほしい。県立美術館の照明は LEDで、タ

ブレットで色温度が変えられる。一灯でもいいか

ら色温度を変えて比べられればいい。 

比べていた。 ・その時点で、委員の皆様に現地でご覧いただきなが

ら、許容される範囲での色温度の調整をさせていた

だければと考える。 

廣瀬 ・長塀のライトアップは山田委員と同じ意見。高さ

でいくとシティスケールであるが、城と街は違う

色にした方がよい。色味ももうちょっと白くした

ほうが、お城が浮かび上がる。 

 

 

河島 ・街の外灯は冬はオレンジ、夏場は白と変化させて

いる。この議論では時間帯での変化であるが、季

節感で変化させているのが街の外灯である。 

 

 

伊東 

（麗） 

 

・既存と改修後では光量とか明るさは違うのか。 

 

・お城の動植物が 24時間照射されるとその影響が

心配だったが、今と変わらないのであれば大丈

夫と思う。 

・明るさは変わらない。むしろ改修後の方が光

量は小さい。 

・常時照射ではなく、時間を決めて断続的に照

らす。 

・回答済。 

 

・時間の設定についても細かな調整は可能となるた 

め、状況を見ながら設定を行っていきたいと考 

える。 

山尾 

 

・アンケートの対象者についてもう少し教えてい

ただきたい。県内・市内の方がほとんどか。 

 

・アンケートは来場者に街頭アンケートの形で

直接行い、聞き取りが主な手段。県内・市内は

半々。よくなったという意見が大半であった

が、白色がいいという意見もあった。 

・委員会については、これまで以上に丁寧な運営に努

める。 

・具体的には、議題１の今年度の委員会 運営方針で 

 説明させていただき、ご意見を伺いたい。 

・市民意見の聴取については、アンケートやパブコメ

など様々な手法がある中で、内容に適したやり方の

選択に努める。 

 

 

西嶋 

 

・新たな景観を作り出す事なので、熊本城の利活

用において重要な作業だと思う。熊本城天守閣

展示替えでは全体計画があって天守閣の展示替

えを説明するべきと発言したところ、発言に沿

った検討を丁寧にしていただいた。 
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・アンケートではＪＴ・ＮＨＫ跡地で委員から苦

言を呈されている。事前相談や意見徴収なしに

アンケートを提示されると、前回を思い出す。

市民局になったのに、局長の挨拶と実体が乖離

してしまっている。しっかり委員に説明して、

時間がなければ事前に説明する。もう少し丁寧

な運営を事務局にしていただきたい。 

・計画的に委員会で審議等いただけるように、年間審

議スケジュールを作成し、更新・管理していく。ま

た説明の方法についても、全体計画や関連する計画

を示した上で、個別の計画を説明するなど俯瞰的に

も検討いただけるよう、工夫する。 

 
３）熊本城特別公開等について 
委員 委員意見 当日の回答 対応 

服部 

 

・特別見学通路の現状変更はどんな形で許可をとっ

ているのか。 

 

・復旧基本計画は 2037 年度で完了するので、

2038年撤去の仮設物として許可をいただいて

いる。 

・回答済。 

廣瀬 

 

・博物館が熊本城の中に入った雰囲気と感じた。と

てもすばらしい。１日では回りきらないボリュー

ムがある。入場者はコロナ禍もあり不透明なとこ

ろ。今後も入場者を伸ばすには周知が必要。来城

者に写真ポイントを聞かれたことがあるが、おす

すめスポットの紹介がほしい。アプリを使って撮

影することで広告になるとよい。インスタにアッ

プしやすい環境をお願いしたい。 

 

 

・天守閣内では一部の映像を除き、撮影可としている。

導入した「熊本城公式アプリ」は情報の追加も可能

なので、今後は城域全体にも拡張したい。また天守

閣内部公開にあわせ、天守閣前広場に鯱瓦をあしら

ったベンチや顔ハメ看板を設置した。引き続き、撮

影スポットの紹介をはじめ、様々な広報展開に努め

る。 

 
４）令和元年度・令和２年度の委員会について 
委員 委員意見 当日の回答 対応 

 発言なし   

 



資料２-１ 
 

今年度の委員会について 

 

 

１．令和 3年度の主な審議等の予定 

（１）審議事項 

  ①千葉城地区（ＮＨＫ跡地等）の史跡整備計画について（３回程度） 

   ・令和元年度に今後の方向性について了承を頂いているＮＨＫ跡地の整備について、過去や今後実施

予定の調査・研究成果等も踏まえながら、史跡整備の手法に基づく整備計画案を検討していく。 

 

② 熊本城みどり保存管理計画の策定（２回程度） 

・令和 2年度まではみどり保存管理計画（案）の策定に向け、城内の樹木について状況把握のために

約３０００本の樹木点検を行った。今年度は点検結果の考察や傾向を把握し、それを踏まえみどり

保存管理計画（案）を作成し諮る予定。 

 

 

（２）報告案件 

  ①復旧・公開活用状況（毎回予定） 

・復旧工事の進捗や公開活用の状況等の報告 

 

（３）その他（未定） 

・特別史跡熊本城跡保存活用計画に関わる重要な事項が発生する場合は、別途、審議や報告を行うもの。 

 

※委員会は原則公開となります。（会議にはマスコミや傍聴者が入り、また、議事録も後日、市のホーム

ページに公開されます。） 

  ただし、情報公開条例に規定される不開示情報が含まれる案件等については、非公開の手法も含め慎

重に取り扱います。 

 



　

令和３年度（2021年度）特別史跡熊本城跡保存活用委員会　年間計画

開催予定 第１回 7月 第２回 11月頃 第３回 2月頃

事務局分

・委嘱状交付　　・委員事務局紹介

・運営要綱説明、委員長選任

・前回委員会の主な意見

・前回委員会の主な意見 ・前回委員会の主な意見

資料2－2

報告

・

議題

・熊本城みどり保存管理計画（案）に

ついて

（樹木点検結果、計画骨子など）

・熊本城みどり保存管理計画（案）に

ついて

・委員会の開催・運営方針について

・千葉城地区（ＮＨＫ跡地等）について

（スケジュール案）

・千葉城地区（ＮＨＫ跡地等）について

（成果報告・基本計画案・調査計画案）

・千葉城地区（ＮＨＫ跡地等）について

（基本計画案・調査計画案）

・復旧取組状況について ・復旧取組状況について ・復旧取組状況について
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千葉城地区（ＮＨＫ跡地等）の史跡整備計画について 
 

１ 千葉城地区の概要〔確認〕 

「特別史跡熊本城跡保存活用計画」平成 30年（2018年）3月策定より 

磐根橋から厩橋に通じる県道熊本四方寄線と旧坪井川河川敷と坪井川に挟まれた区域で、一

部に民有地はあるものの熊本家庭裁判所・旧九州財務局分室・熊本県伝統工芸館・旧熊本国税

局千葉城分室・県立美術館分館・旧ＮＨＫ熊本放送局等公共機関等が多く所在する地区である。 

 

◎千葉城地区の整備方針：「文化交流ゾーン」 

本丸地区と隣接した空間を活かし、史跡・公園整備等を行って旧城域としての史跡の一

体的な保存を図る。あわせて、城下町からのアクセスを意識したエントランスとして位置

づけ、既存の文化施設等も活用して市民等が歴史文化・芸術に親しむことができるなど地

域の魅力向上に資する地区として整備する。 

   

２ 千葉城地区（ＪＴ跡地、ＮＨＫ跡地）の経緯〔確認〕 

・平成 27年（2015年） 日本たばこ産業株式会社（ＪＴ）移転 ※平成２９年度建物解体 

・平成 29年（2017年） 日本放送協会熊本放送局（ＮＨＫ）移転 

・平成 31年（2019年） 千葉城地区（ＪＴ跡地、ＮＨＫ跡地）保存活用基本構想策定 

・令和元年（2019年）  特別史跡「熊本城跡」に追加指定 

・令和 2年（2020年）  ＪＴ跡地の史跡（土地）取得（3月） 

・令和３年（2021年）  ＮＨＫの旧建物解体（3月） 

              ※ＮＨＫ側と売買契約の締結に向けた協議に関する覚書を締結中 

   

３ 千葉城地区（ＮＨＫ跡地等）の史跡整備の考え方について〔確認〕 

（１）史跡整備について（文化庁監修「史跡整備の手引き」より） 

①史跡整備の手法とは 

・史跡等とそれを取り巻く諸条件について詳細な分析を行い、その成果に基づき、整備活用

事業の内容及びその実現の方法・課題を検討する。 

・本質的価値を保存し、調査研究を充実させつつ、本質的価値を学び理解する場を提供する。 

②史跡整備の過程   【資料４―２】 

   ⅰ企画→ⅱ計画〔基本構想（ここまで実施済）→基本計画〕→ⅲ設計〔基本設計→実施設計〕

→ⅳ工事の実施→ⅴ管理運営・公開活用〔事業成果の公表→管理運営・公開活用〕 

   

（２）ＮＨＫ跡地の史跡整備計画の基本的な考え方 

「熊本城跡千葉城地区(ＪＴ跡地、ＮＨＫ跡地)保存活用基本構想」(平成 31 年 1月策定)より 

  ・Ｒ元年度の熊本城保存活用委員会の意見を踏まえ、下記のとおり方向性を整理 

   ◎基本構想に記載した基本方針７項目のうち、まずは文化財価値の保存や熊本城の理解促進、

歴史・文化を伝えること等を目的とした 5項目に関する史跡整備内容とする。 

 

◎基本方針５項目：「文化財価値の保存」「千葉城地区の歴史を表示」「熊本城の理解促進」 

「景観保全と緑地の整備」「歴史・文化を伝える整備」 

※残りの基本方針である「熊本城の復旧復興の拠点」「熊本城調査研究の拠点」については、

その機能や規模の整理を行い、史跡外を含め、引き続き検討をしていく。 

資料４-1 



   

４ 千葉城地区（ＮＨＫ跡地等）の基本計画の策定方針案について〔審議〕 

（１）基本計画の策定に向けた検討・整理について（令和 3年度からの検討案） 

①基本計画策定に向けた諸条件の調査・整理の方法について 

 〔ⅰ必要な情報の把握・整理〕 

  ア 事業の対象とする史跡等の本質的価値の詳細な把握（絵図、古写真、立ち合い結果など） 

【把握するための主な材料・目標等】 

・ＮＨＫ跡地の整備を検討する資料として、絵図・古地図や古写真を重視する。 

・近代・現代の古地図を再検討し、現在に残る地形から江戸時代の旧地形を追跡する。 

・残されている絵図によると複数の武家屋敷があったことが分っている。 

・発掘調査については、豊富な絵図等の史料との照合や過去の立ち合い結果等を踏まえ、 

必要な部分について遺構の確認を行うなど限定的に行う場合がある。（時期未定） 

・これらの調査により、この武家屋敷の地割や屋敷内部の施設等を明らかにすることを 

目指したい。 

 

イ 公開活用を促進する上で必要となる関連諸条件の把握 

・地域からの要望や、教育・観光、都市など関係部局の計画など構想策定時からの追加的

な情報の把握（以前実施したアンケート結果の再分析、新たなアンケート調査の検討を

含む） 

  〔ⅱ基本的方針の整理・確定〕 

 ア 基本理念・基本方針（基本構想で整理した方針等の整理・確定） 

  イ ゾーニング（ＪＴ跡地、高橋公園を含む）、整備対象時期など。 

  

  ②上記の調査・検討・分析を踏まえた基本計画の具体的な内容の検討・策定 

    参考：特別史跡熊本城跡 千葉城地区整備基本計画目次（イメージ案）【資料４－３】 

※第 5章「整備基本計画」等、列記したものは「史跡整備の手引き」に参考として

示されたもののであり、具体的には今後検討していくもの。 

   

（２）想定スケジュール 【資料４―２】 

  ①基本計画の検討・策定：令和３年度から令和４年度（状況により令和５年度まで） 

※史跡の保存・理解促進等に向けて何が必要か、何が出来るのかを含め、必要な調査・分

析、意見聴取、協議（文化庁含む）等を十分行いながら検討を進める予定 

    ◎令和３年度の検討内容 

・必要な情報の把握・整理 

・基本的方針の整理・確定 

    ◎令和４年度以降の検討内容 

・必要な情報の把握・整理（継続） 

・調査・検討を踏まえた基本計画の具体的な内容の検討・策定 

 

 ②基本設計・実施設計・工事等：基本計画の策定後（令和５年度以降）に実施 



※状況によりＲ５まで

資料4-2

事
業
成
果
の
公
表

管
理
・
運
営
及
び
公
開
活
用

【参考】史跡等の整備事業の各過程（史跡整備の手引き（文化庁監修）より抜粋）
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特別史跡熊本城跡 千葉城地区整備基本計画 目次（案） 

※文化庁監修『史跡整備の手引き』をもとに作成 

第 1 章 計画の経緯と目的  

1 計画策定の経緯  

2 計画策定の目的  

3 上位・関連計画での位置づけ  

4 対象範囲  

5 策定の体制と経過  

 

第 2 章 計画地の現状  

1 自然的環境 

2 歴史的環境     

3 社会的環境 

 

第 3 章 特別史跡熊本城跡の概要及び現状と課題  

1 指定の状況  

2 特別史跡熊本城跡の現状  

3 総括的な課題  

4 千葉城地区の課題  

 

第 4 章 基本方針 ※『基本構想』をベースに、一部修正 【令和 3・4 年度内の委員会承認事項】 

1 基本理念 

2 基本方針 

 

第 5 章 整備基本計画 ※基本方針に基づき、下記の項目から必要な内容を記述 

【令和 3・4 年度内の委員会承認事項】 

○ゾーニング計画                  ○公開・活用及びそのための施設に関する計画 

○遺構の保存に関する計画             ○周辺地域の環境保全に関する計画 

△歴史的建造物等・庭園・石垣等の修復に関する計画 ○地域全体における関連文化財等との有機的な 

○地形造成に関する計画               整備活用に関する計画 

○遺構の表現に関する計画             ○整備事業に必要となる調査等に関する計画 

○案内・解説施設に関する計画           ○整備後の公開・活用に関する計画 

○修景に関する計画                ○整備後の管理・運営に関する計画 

○管理施設及び便益施設に関する計画         

 

第 6 章 事業計画 

1 整備計画 ※年度計画、事業経費等 【令和 3・4 年度内の委員会承認事項】 

2 完成予想図  【令和 3・4 年度内の委員会承認事項】 

参考資料 ※『基本構想』+その後の各種調査成果  

資料 4-3 



熊本城樹木管理について

点検内容とフロー図及び今後の流れ（案）について了承

・H30.3 『特別史跡熊本城跡保存活用計画』策定
緑の保存管理について方針を定めたものの「詳細な管理基準」については別途策定する旨を記載

・H30.10 特別史跡熊本城跡保存活用委員会 計画部会

①点検内容・フロー作成 ②熊本城樹木点検のてびき（内規） R2策定 ③点検実施 R2実施

④城内樹木傾向把握 ⑤詳細な管理基準 策定

■点検実施範囲

図１ 熊本城管理区域（赤色範囲）

＜樹種割合＞

サクラ 750本

クスノキ 463本

ムクノキ 229本

エノキ 191本

ケヤキ 180本

その他 1110本

サクラ
25.7%

クスノキ
15.8%

ムクノキ
7.8%

エノキ
6.5%

ケヤキ
6.2%

その他
38.0%

H3.0m以上の樹木
２,9２3本（87樹種）

1

藤崎台クスノキ群
（他者管理）

監物台樹木園
（他者管理）熊本市立博物館

（他者管理）

熊本県立博物館
（他者管理）

県営野球場
（他者管理）

国立病院
（他者管理）

熊本県立
第一高校

（他者管理）

加藤神社
（他者管理）

護国神社
（他者管理）

資料５



１．安全確保 樹木の健全性

熊本城管理区域内樹木点検結果概要（報告）

D判定・・・324本 D判定樹木は安全確保のため

今後伐採・剪定が必要

高齢化や日照不足等により衰弱したサクラ

2

高齢化等による影響で幹には大きな空洞がある
（行幸坂のサクラ）

D判定の樹木

サクラ

エノキ

ムクノキ

その他

＜D判定樹木の主な樹種＞

その他
25.6％

サクラ
61.1％

エノキ
7.1％

ムクノキ
6.2％

A 741本

B 704本

C 1,154本

D 324本
A
25.4%

B
24.1%

C
39.5%

D
11.0%

＜健全度判定＞

判定の定義
A 変状及び異常なし
B 変状及び異常が認められるが、

危険性はない
C 危険性を有しているが、すぐには

倒伏（枝折れ）しない
D 非常に高い危険性があり、

すぐに倒伏（枝折れ）するおそれがある

全樹木の約１割がD判定樹木

A,B,C判定・・・2,599本 経過観察
※サクラについては補植などによる

世代交代を行い景観の継続保持に
努める

地際キノコによる衰弱 ⾧塀にも影響する
（⾧塀付近のエノキ）

ほぼ枯死している
（二の丸広場のエノキ）



熊本城管理区域内樹木点検結果概要（報告）

２．遺構保護 ①重要文化財建造物等に影響 ②石垣・露出遺構（礎石・溝等）に影響

①重要文化財建造物等に影響を与えている樹木
建造物近接樹木(※注1)かどうかの判断、建造物と樹木の離隔、建造物への樹木の影響が認められるもの
（※注1）重要文化財建造物等に樹冠が被る樹木、重要文化財建造物等から樹木幹部分までの離隔が樹高以下の樹木

文化財建造物上の枝がかり・枝折れ、また、倒伏時には被害が生じる

②石垣・露出遺構（礎石・溝等）に影響を与えている樹木
石垣、露出遺構（礎石・溝等）の周辺樹木でその影響が認められるもの

根が石垣を圧迫している 今後も樹木が成⾧すると崩落する可能性がある

37本が対象
多くは10.0ｍ以内の樹木が影響
最大で17.0ｍ離れている樹木が
影響を与えていることを確認
・クスノキ 18本
・サクラ 13本
・その他 6本

313本が対象
石垣から最大で5.0ｍ以内に
植生する樹木が石垣に影響を
与えていることを確認
・クスノキ 67本
・サクラ 64本
・その他 182本

遺構保護のため剪定等の対応を検討

3
石垣等へ影響・・・313本

建造物へ影響・・・37本



３．眺望確保について
各視点場から

②棒庵坂下 ③千葉城橋際①加藤神社横

④通町電停付近

⑤竹の丸⑥桜町交差点付近⑦備前堀縁 行幸坂

⑧二の丸広場 ①

②

③

④

⑥

⑤⑦

⑧

眺望確保のため剪定等の対応を検討
（樹木で隠れてしまっている石垣や文化財建造物が見えるように）

熊本城管理区域内樹木点検結果概要（報告）

撮影時期:12月

4



４．古樹について
古樹とは、古文書・絵図・古写真等（1877年（明治10年）以前に撮影された写真）を基に、幕末以前からその存在の確認が可能で

あり、その当時から存在していたことが明らかと推測できる樹木

熊本城管理区域内樹木点検結果概要（報告）

古写真より15本が該当することを確認（クスノキ10本 イチョウ2本 ムクノキ2本 スダジイ1本）

本丸 12本

二の丸 3本

A判定 5本

B判定 2本

C判定 6本

D判定 2本

判定の定義
A 変状及び異常なし
B 変状及び異常が認められるが、危険性はない
C 危険性を有しているが、すぐには倒伏（枝折れ）

しない
D 非常に高い危険性があり、すぐに倒伏（枝折れ）

するおそれがある

植生箇所 健全度判定

イチョウ 天守前広場
C判定

クスノキ 飯田丸
A判定

クスノキ 頬当御門
A判定

クスノキ ⾧塀沿い
A判定

スダジイ 二の丸広場
D判定

5

D判定についても

保存の措置
遺構保護との兼ね合いも考慮



５．その他問題点（各エリア）

本丸ゾーン
①行幸坂のサクラ 衰弱

②肥後名花園 高木による遮光

③飯田丸の梅園 高木による遮光

二の丸ゾーン
④二の丸広場 枯れ枝等安全管理
⑤野鳥園 枯れ枝等安全管理
⑥清爽園 斜面上樹木 倒木のおそれ

三の丸ゾーン
⑦藤崎台北側 樹木列植 過密

⑧旧細川刑部邸 日本庭園としての管理
⑨三の丸第一駐車場 樹木の根上り

古城ゾーン
⑩古城堀端公園のサクラ 衰弱
⑪城彩苑入口 枯れ枝等安全管理
⑫第一高校周辺 枯れ枝等安全管理

①サクラの衰弱 ②肥後名花園 ③飯田丸の梅園

④二の丸広場 枯れ枝等 ⑤野鳥園 枯れ枝等 ⑥清爽園 斜面上樹木

⑦樹木列植 過密 ⑧日本庭園としての管理 ⑨樹木の根上がり

⑩サクラの衰弱 ⑪城彩苑入口 枯れ枝等 ⑫第一高校周辺の巨木

熊本城管理区域内樹木点検結果概要（報告）
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①策定予定スケジュール

【今年度の予定】
令和３年８月～令和４年１月 古樹について追加調査
・詳細点検（古樹15本分）発注・・・樹木医による古樹詳細点検を実施

令和3年8月～10月 城内樹木状況観察 視点場からの撮影 視点場における見えがかり確認のためテスト剪定等実施

令和3年10月～令和4年1月 市民アンケート実施
対象者:地元自治会、来城者

・熊本城の樹木に対するイメージ ⇒ 多い or 少ない
・石垣や重要文化財建造物等に影響が出ていること ⇒ 知っている or 知らない など

熊本城みどり保存管理計画（案）の策定

7

質問事項

令和３年４月 平左衛門丸のクスノキ 剪定状況 景観向上を確認

今年度 剪定・伐採検討箇所

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 保存活用委員会
（番号は任期中の回数）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2
樹木点検のてびき

みどり保存管理計画（案）

● ●

3
意向調査
(市民向けアンケート等)

● ●

4 樹木点検と管理

5 現場作業

2022年度2020年度 2021年度

計画に基づく樹木伐採・剪定等作業緊急性の高いものについては伐採等の対応

樹木点検のてびき策定報告

点検実施予定報告

点検実施（樹木医）

議題提出

・点検結果

・骨子

議題提出

・案提示

具体案検討
てびき策定

詳細点検実施（古樹）（樹木医）

修正

議題提出

・修正後案提示

計画

策定予定

城内樹木への

意見

定期点検（職員）

反映



【策定内容（案）】
遺構の保護、安全の確保、眺望の確保に配慮した樹木管理を行い、史跡と緑の調和を図るために策定するもの

第１章 計画策定の沿革と目的
計画策定の背景、適用対象範囲、策定の体制と経過（委員会）、計画の位置づけ

第２章 特別史跡熊本城跡の概要、歴史的変遷
位置、歴史と価値、土地利用の変遷、遺構調査・表土の状況、利活用状況と今後の予定

第３章 熊本城跡における環境面
気候と土壌、熊本城におけるみどりの役割

第４章 みどりの現状と課題
遺構への影響、健全性・安全性、景観面、古樹、梅・桜、高木以外のみどり（草本、花壇等）

第５章 みどりの保全と管理の方針
エリア全域にわたる方針、全体方針を踏まえた地区別詳細（本丸、二の丸、三の丸、千葉城、古城）

第６章 樹木管理の体制
総合事務所の体制、樹木管理に係る受託業者や樹木医等との体制、市民との協働体制

第７章 事業実施計画
短期計画、中⾧期計画

熊本城みどり保存管理計画（案）

8
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図　名 位置図

令和３年度熊本城復旧・整備予定について①＜本丸地区＞

二の丸駐車場

③戌亥櫓【復元】（R3・4事業）
・解体保存工事（～R5.3）

トイレ

防災センター

④飯田丸五階櫓【復元】
・要人櫓台石垣修理（～9/30）

⑦

④

多目的トイレ

本丸御殿大広間

重要文化財
南東櫓群

宇土櫓

戌亥櫓

馬具櫓

②天守閣周辺
・照明設備改修工事（～8/31）

⑦長塀周辺
・屋外照明改修工事（～R4.3）

⑥

特別見学通路

⑥馬具櫓【復元】（R3・4事業）
・解体保存工事（～R4.8）

①平櫓【重文】
・石垣解体工事・調査（～R4.2）

①

③

⑤行幸坂
・歩道安全対策工事

（～9/20）

⑤
＜凡 例 ＞

工事実施

調査・設計・方針検討中
※文化財修復検討委において審議

【重文】 重要文化財建造物

【復元】 復元建造物

天守閣

重要文化財
北東櫓群

Ⓐ北東櫓群【重文】（R3・4事業）
・石垣復旧設計（～R5.3）

Ⓒ南東櫓群【重文】（R3・4事業）
・櫓復旧設計（～R5.3）

Ⓑ本丸御殿【復元】（R3・4事業）
・石垣復旧設計（～R5.3）

Ⓓ 宇土櫓【重文】（R3・4事業）
・平左衛門丸側確認調査（～R3.9）
・石垣復旧設計（～R5.3）
・続櫓耐震補強設計（～R4.3）

工事完了

資料６



別図（本丸地区）参照

令和３年度熊本城復旧・整備予定について②＜本丸地区以外＞

三の丸
第２駐車場

⑯休憩所改修等

⑮料金所設置

監物櫓

⑧旧細川刑部邸

⑧監物櫓【重文】
・石垣解体・修理工事・調査（～R4.2）
・櫓復旧工事（R3～5事業）

⑩二の丸広場
・暗渠排水管等更新設計・工事

⑪清爽園
・公園施設（安全柵設置）工事

⑩

⑪

＜凡 例 ＞

工事実施

調査・設計・方針検討中
※文化財修復検討委において審議

【重文】 重要文化財建造物

【復元】 復元建造物

工事完了

二の丸広場

Ⓔ旧細川刑部邸【県重文】（R2～4事業）
・復旧設計（～R4.9）

管内カメラ調査

⑨三の丸広場
・南棟便所排水設備改修工事

⑨



凡 例

特別史跡指定範囲

石材置場

建築部材保管庫

※着色箇所は使用中

※着色箇所は使用中

扇田環境センター

石材・建造物等部材保管庫計画図

遺物保管庫 ※着色箇所は使用中


